












































































































































































































No． Origin PFGE RAPD－PCR rep－PCR
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No．1－5：Cereulide　producing．翫6ガ1」πs　o邸餌s
No．6－10：Enterotoxin　producing　Bα6〃πs　o6z召螂
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Fig．3　Fragment　Patte’n　by　REP－PCR
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Fig．5　Fragment　Pattern　by（GTG）5－PCR1234567891010Kb
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3，0Kb
2．OKb
1．OKb
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Fig．4．Fragment　Pattern　by　BOX－PCR
生対照株（No．5）が識別できるものの，食中毒由来株の
中でNo．2が他の株と異なる泳動像を示した．このことは，
REP－PCR法，　BOX－PCR法及び（GTG）5－PCR法をE
6膨螂菌株の識別に活用するためには，識別指標とする
DNA領域を新たに設定する必要があることを示唆してい
ると考えられる．
　今回実施したEo四囲菌株のDNAフラグメント多型
解析では，PFGE法やRAPD－PCR法が系統分類に有効
であることが示された．しかし，PFGE法では，操作の
煩雑さとともに試験に時間を要する．またRAPD－PCR
法は，菌株の同定11）や種内変異12）の検討に使用されてい
るものの，再現性に問題があることが指摘されている6）．
行政検査には，迅速簡便さに加えて高い再現性が求められ
る．今後，迅速・簡便で再現性の高い結果が得られる
PCR一増幅DNAフラグメント多型解析法を検索していく
ことが重要であろう．
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